
　　～労働不足対策に向けて～

１．文化的・社会的貢献に関する事項（地域とのつながり）

（１）上半期の主な活動

地域農業を振興し、農業者の所得増大を実現します

最新機種の散布実演やドローン利用事例を学びました

農作業の省力化を目指して

生産者、ＪＡ、普及所で出荷規格の確認を行っています

農産物の目慣らし会

市場関係者らと圃場を巡回し現地交流会を開きました

市場関係者らと交流深める

低濃度エタノールを利用した土壌還元消毒の効果を実証しました

環境保全型農業の実践
～化学農薬の使用量低減技術向上～
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　～道の駅あぐり窪川26周年創業祭～

試食を通じて産地ごとのトマトの魅力を伝えました

消費者との交流
～高知トマトサミット2025～

四万十生姜の消費宣伝を行いました

生姜の魅力伝える

地元の農産物を使って調理実習を行い、農産物の魅力を伝えました

出前授業で食農教育

青ユズ祭りで試飲を行い、観光客にPRしました

青ユズドリンク飲んでみて

JA高知病院まつりで地域住民と交流を深めました

地域の繋がりを深める

☞
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←写真は組織広報課に依頼（ネタ元は広報誌、農業新聞から調べる）

麴作り体験と麹料理教室を開催し、体験を通じて交流を深めました

食を通じて交流深める

社会人向けフラワーアレンジメント教室を開催しました

花アレンジ身近に

園児とニラの収穫体験を行いました

食への関心育んで ☞

小学校でペットボトルを使ったフェロモントラップ作りを指導しました

捕獲体験学習
～環境と人に優しい害虫駆除法～

県産牛乳の地産地消と消費拡大を呼びかけました

県産牛乳で乾杯！！
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←写真は組織広報課に依頼（ネタ元は広報誌、農業新聞から調べる）

8月にJAグループ高知をPRするCMの撮影が行われました。メロン部会夜須支部と春野きゅうり部会はパリ五輪
金メダリストの櫻井つぐみ選手と一緒に県産農畜産物のおいしさと魅力を発信しました。

JAグループ高知CM撮影 ～「高知はおいしい」～

「高知だいすきポケモン ヌオー」のイラストを起用し
た「TOSACHA茶りティーボトル高知県×ヌオーveｒ．」
の発売を開始しました。
「TOSACHA茶りティーボトル」の売上金の一部を産
地に還元し、産地の維持と消費拡大の応援に取組
んでいます。

「農協人文化賞」受賞

土長地区管内の嶺北地域で活躍する理事の川井
由紀さんが、「第46回農協人文化賞」を受賞しました。
同賞は、長年にわたり農協運動の発展に寄与した
功績者に贈られる賞で「一般文化」や「営農経済」など
全8部門から19人が選出されました。川井さんは専
業農家であると同時に、女性農業者のエンパワーメン
トや地域経済の活性化、協同組合間協同の模範とな
る功績などが高く評価され、「女性枠」で受賞しました。
川井さんは「栄誉ある賞をいただけてありがたい。今
後も地域が元気になる活動を仲間と一緒に続けた
い」と受賞を喜びました。

ヌオーが土佐茶に！！
～高知だいすきポケモンとコラボ～

仁淀川や四万十川などの「産地を潤す清流の青」
と「茶畑の優しい緑」をイメージしたボトルデザインと
なっています。

☞
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（２）利用者ネットワーク化への取組

（３）情報提供活動

・当組合の口座を年金の指定受取口座としていただいている方を対象に「年金友の会」
として組織化しています。スポーツや旅行等のイベントを通じて交流を図っております。

・共済事業を厚く利用していただいている方を対象に、「感謝の集い」等を通じて親睦
を図っています。こども共済の加入者の家族を対象に、子育て世代向けのイベント等を
行っております。

　広報誌、ＨＰ、ＳＮＳのほか、日本農業新聞への掲載やイベント活動などを通じ、組合員
をはじめ地域の皆様に、農業や地域および当組合の取組を広く発信しています。

イベント活動

公式サイト

ディスクロージャー誌

ＳＮＳ（ＬＩＮＥ、インスタグラム）

日本農業新聞

広報誌『こうぐり』
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（４）地域貢献全般に関する事項

◆協同組織の特性

◆組合員・出資金

（５）地域からの資金調達の状況

◆貯金・定期積金残高

◆貯金商品

　当組合は、高知県全域を事業区域として、農業者を中心とした地域の組合員が相互扶助（お
互いに助け合い、お互いに発展していくこと）をもって運営する協同組織であり、地域の金融
機関です。
　組合員・地域の皆様と共により良い「未来」をつくることを組合の理念とし、持続可能な農業
と豊かでくらしやすい地域社会の実現を目指しています。
　そのために、総合事業を通じて各種金融機能・サービス等の提供だけでなく、農業や助け合
いを通じた地域の社会貢献にも取組んでいます。

　組合員には「正組合員」と「准組合員」の２種類があります。
　「正組合員」は農業を仕事にしている人（団体）、「准組合員」は地域に住み農業以外の仕事を
している人が、JAに出資金を払い込み、その他の手続をすることで加入することができます。
　「正組合員」も「准組合員」もＪＡのいろいろな事業サービスや施設を使うことができます。
　「准組合員」は、「正組合員」と違い、総（代）会での議決権や役員の選挙権などＪＡの運営に関
与することができませんが、地域を支える協同組合の仲間たちです。
　また、組合員ではない人でも、ＪＡの事業や施設を利用することができます。

　組合員をはじめ、利用者の皆様からお預かりしている貯金の残高は、6,512億31百万円と
なっています（令和7年９月末時点）。

　目的・期間・金額にあわせてご利
用いただける各種貯金商品を取り
扱っています。
　詳しくは、最寄りの支所窓口にご
相談ください。
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（６）地域への資金供給の状況

◆貸出金残高

◆農業制度融資の取扱実績

◆主な融資商品

アグリマイティー資金

ＪＡ住宅ローン

ＪＡリフォームローン

ＪＡマイカーローン

ＪＡ教育ローン

ＪＡフリーローン

　組合員をはじめ、利用者の皆様への貸出金残高は、1034億24百万円となっています（令和7年９月末時
点）。

　組合員をはじめ、地域の皆様の事業やくらしに必要な資金をご融資しています。融資商品の詳細については、
最寄りの支所窓口にご相談ください。

生活用品 旅費等生活に必要な資金

摘　　　　　　　　要

農業経営を行う為の一般的な資金(農業近代化資金を補う資金）

住宅の新築 増改築 他金融機関からの借換資金

住宅の増改築・改装・補修、他金融機関からのリフォーム資金の借換等

融資商品名

入学金 授業料 アパート家賃等教育に関する資金

自動車の購入及び修理 車検など自動車に関する資金
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農業近代化
資金

農業経営を行う為の
一般的な資金

取扱実績
（９月末貸出残高）
45億6百万円

営農負債の借換資金

農業経営負担
軽減支援資金

取扱実績
（９月末貸出残高）
38百万円

農業経営

基盤強化資金
(スーパーＬ）

認定農業者向けの農業経営を
行うために必要な長期的資金

取扱実績
（９月末貸出残高）

4百万円
農業経営の改善に
必要な短期運転資金

農業経営

改善促進資金
(スーパーＳ）

取扱実績
（９月末貸出残高）
33百万円
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